
彙

報

　
　
　
史
学
概
究
会
例
会

四
月
二
十
入
寮
（
土
）
午
後
一
時
よ
り

十
三
志
社
大
学
大
学
院
第
三
教
室

一
、
ギ
リ
シ
ア
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
　
村
算
数
之
亮

一
、
キ
リ
ス
ト
教
精
神
史
の
方
法
　
　
魚
木
　
忠
一

五
月
二
車
一
山
ハ
溝
（
⊥
工
）
牟
一
蓼
一
時
由
や
よ
り

於
愚
草
大
学
大
学
院

一
、
白
片
以
前
の
事
　
　
　
　
　
　
森
　
　
鹿
三

一
、
ア
ラ
ビ
ヤ
纂
件
に
活
け
る
イ
タ
リ
ア
の
外
交

　
　
　
　
鴻
　
　
　
・
　
　
　
　
安
藤
　
俊
雄

山ハ

ﾕ
二
十
一
二
段
（
土
）
午
後
一
時
よ
り

於
和
歌
肉
大
学
学
装
学
蔀

一
、
「
さ
る
」
と
い
う
賞
興
と
そ
の
重
恩
想
的
意
義
の

　
考
察
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
平
山
　
行
三

一
、
鷹
史
地
理
学
的
に
見
た
属
本
の
都
窺

　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
騰
謙
二
郎

　
　
　
京
大
國
史
関
係

醗
史
会
例
会
　
一
月
二
十
聖
日
（
水
）

　
隅
爾
党
の
成
立
に
つ
い
て
　
　
　
井
上
　
　
湖

號
災
会
側
会
　
二
肩
十
欝
（
土
）

魏

報

丈
化
史
の
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
石
田
　
一
良

　
近
世
封
建
社
会
成
立
序
論
　
　
　
　
穂
懸
　
　
勝

新
入
生
歓
迎
会
　
幽
封
二
十
八
臼
（
水
）
於
百
万
遍

　
竜
見
院

　
、
隈
翻
臨
時
編
入
五
人
・
新
寺
十
一
人
の
新
入
金
員

　
を
迎
え
た
本
会
歓
迎
会
は
、
約
五
十
名
の
掛
驚
煮

　
を
え
て
、
歓
迎
の
辞
に
応
え
て
斎
会
穀
の
白
己
紹

　
介
、
歓
談
と
禰
や
か
な
湿
気
の
裡
に
、
午
後
甑
時

　
頃
散
会
し
た
。

磁
更
会
例
会
　
五
肩
九
口

　
．
古
代
地
方
豪
族
と
屯
倉
　
　
　
高
取
認
男

　
中
世
短
期
の
歴
史
的
動
向
　
　
　
　
楠
瀬
　
　
勝

銑
史
会
春
季
見
牽
旅
行
　
日
月
二
十
三
（
水
）
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
四
日
〔
木
）

　
　
　
　
　
　
、
吟

湖
面
旅
行
は
伊
勢
方
面
を
見
学
踏
査
し
た
。
参
伽
羅

は
小
葉
田
・
柴
田
両
教
授
を
は
じ
め
、
大
学
院
学
生

等
、
学
生
計
二
十
六
名
。

　
【
第
｝
目
】
　
午
前
八
時
二
十
入
分
奈
良
電
に
て
京

都
駅
発
、
同
十
一
時
宇
治
野
融
着
。
硫
に
外
宮
に
参

拝
、
次
い
で
光
明
寺
に
盗
り
、
光
明
寺
残
置
・
結
城
宗

広
並
央
人
添
状
な
ど
を
拝
観
。
光
明
寺
を
撮
て
世
義

灘
に
向
い
治
承
二
年
銘
階
総
筒
な
ど
拝
観
，
次
い
で

神
宮
交
庫
に
向
い
、
こ
こ
で
約
二
時
腿
に
臨
む
各
種

の
丈
欝
典
料
を
揺
集
し
た
。
サ
ン
マ
ー
タ
イ
ム
の
財

は
ま
だ
高
か
っ
た
が
、
丈
庫
を
艇
て
二
見
に
向
い
六

時
過
ぎ
、
禰
燈
に
落
付
い
た
。

　
【
第
二
日
】
　
午
前
八
時
宿
所
を
禺
発
、
内
宮
に

霧
詣
。
そ
の
後
パ
ス
に
て
朝
熊
山
金
剛
証
毒
に
登
る
〇

九
鬼
嘉
隆
画
像
・
木
造
爾
宝
漁
子
立
像
、
承
安
三
年

銘
の
陶
管
虚
空
の
睡
室
類
を
始
め
、
種
々
見
学
し
た

が
、
時
相
に
追
わ
れ
る
ま
～
醗
食
後
直
ぐ
下
山
・
近

鉄
に
乗
換
え
松
阪
に
向
う
。
途
中
一
部
の
者
は
明
星

駅
に
て
下
車
、
繋
養
寺
に
立
欝
り
鎌
倉
・
露
醇
時
代

の
窃
丈
轡
を
採
訪
。
松
阪
市
災
編
繁
所
で
熾
付
き
、

鈴
鹿
文
庫
見
学
の
の
ち
午
後
甑
，
時
三
十
難
分
の
汽
車

に
乗
り
、
薄
墨
に
九
時
半
瀬
ぎ
帰
藩
、
互
に
労
を
慰

し
つ
～
銀
路
に
つ
い
た
。

　
宋
筆
乍
ら
本
旅
行
に
際
し
献
身
的
御
世
讃
を
戴
い

た
先
輩
平
松
金
三
氏
に
深
謝
す
る
次
簾
で
す
。

醗
璽
会
葎
季
大
会
　
烈
月
二
十
七
g
（
鱒
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
十
時
－
午
後
幽
時

　
二
本
丈
化
の
性
絡
的
類
」
型
　
　
　
　
仲
村
　
　
勝

　
近
世
の
商
業
的
農
業
の
卑
湿
望
　
　
井
之
元
潔
義

　
浄
土
教
に
お
け
る
悪
人
．
荘
機
説
の
或
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
村
円
澄

　
儒
仰
の
続
会
的
鯵
済
的
基
盤
　
　
．
江
本
　
義
文

酬
〇
七

（IZ3）



　
　
　
　
　
彙
　
　
　
報

歳
鳳
奈
良
期
に
お
け
る
田
本
単
三
の
政
絵

思
想
に
つ
い
て
　
　
　
　
．
　
　
井
上

長
渚
御
騨
佐
民
の
動
向
　
　
　
　
　
黒
川

慶
長
四
年
潟
防
圏
々
衙
敵
牟
礼
村
の
検
地

’
帳
に
つ
い
て

　
寺
　
座

　
九
弼
瀬
北
海
津
の
捕
鯨
業

譜
史
会
偶
会
　
六
冠
九
貫
（
土
）

　
明
六
社
に
つ
い
て

　
洋
掌
の
歴
史
的
性
絡
、

，
幾
内
に
訟
げ
る
郷
村
胴

献
史
会
鯛
会
六
月
二
＋
七
口
（
水
）

蕉秀
茨雄

山
形
　
友
郎

竹
珊
　
聴
州

小
葉
田
　
涼

佐
藤
　
利
夫

海
部
庸
男

松
山
　
　
宏

　
中
世
無
想
災
の
一
聞
題
！
太
平
記
を
縫
っ
て
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弁
上
　
良
償

説
災
会
擁
会
　
七
弩
十
四
回
目
土
）

　
近
糎
捕
鯨
業
に
つ
い
て
　
　
　
　
宵
谷
　
俊
夫

　
畿
内
に
も
け
る
領
毒
魚
の
展
開
　
　
黒
闘
　
俊
雄

　
平
戸
イ
ギ
リ
ス
商
餓
鍛
ホ
ス
ト
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
永
　
保
男

　
　
　
京
大
東
洋
史
関
係

菓
洋
史
研
究
会
　
東
洋
更
研
究
簾
十
一
巻
第
二
夢
合

　
評
会
を
七
月
三
十
一
臼
京
大
入
丈
科
学
研
究
所
会

　
議
室
で
行
っ
た
。

京
大
東
洋
史
談
器
会
　
新
入
灘
歓
迎
ピ
ク
歳
ッ
ク
叢

　
月
一
二
舞
、
火
原
三
千
院
、
籏
光
院
。

書
庵
見
学
　
五
月
三
十
一
日
、
薪
入
生
の
た
め
の
人

　
丈
科
学
研
劣
所
欝
庫
見
学
。
終
っ
て
懇
親
会
を
開
、

　
催
。

　
　
　
京
大
西
洋
史
関
係

西
洋
史
読
書
会
　
第
一
蹴
側
会
報
潟
二
十
六
日
於
史

　
学
科
会
議
室

　
　
じ
謬
噛
弓
3
⑦
餌
0
6
0
互
O
δ
b
び
㊦
畠
。
雪
＝
質
験
儀
①
o
－

　
　
℃
戦
O
け
O
只
拶
部
誌
。
摩
μ
づ
二
9
り

　
　
貯
u
⇔
δ
国
岩
洞
。
『
¢
昌
ひ
鳶
匹
2
．

　
　
旨
。
器
用
¢
昌
壽
鮮
同
0
8
　
　
、
岡
潤
　
　
漁

　
第
二
剛
綱
会
　
五
月
十
臓
於
災
学
科
会
議
整

　
　
切
●
℃
9
器
碧
》
国
剛
雲
。
戦
鴫
。
幡
涛
ζ
ω
ω
凶
ρ
6
N
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
西
　
　
曇

　
第
三
圓
例
会
　
庶
月
三
十
一
臼
於
史
学
科
会
議
塞

　
　
国
。
カ
。
冒
膨
幻
触
黛
脇
ω
o
唱
げ
。
置
Φ
ω

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
奈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦

　
悔
●
裳
剛
Φ
怠
ω
巳
δ
引
O
①
ω
〇
三
〇
ロ
富
創
①
見

・
○
ぼ
①
0
7
剛
ω
O
甥
①
冷
し
d
¢
鴨
①
鮎
ω
9
営
評
Φ
禅
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井

　
芝
．
』
彊
①
ぴ
q
臼
．
嗣
U
o
旨
。
ω
窪
。
鵠
Φ
ω
噂
良
。
弓

も
つ
齢
9
P
お
ヨ
思
妻
診
二
嵩
伍
自
巾
Φ
剛
ゆ
く
『
O
同
属
①
跨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
沢

羅
視
●

竜
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
輔
O
八

舞
罎
翼
翼
会
　
六
月
二
十
…
鷺
区
報
堂
科
会
議
叢

　
U
・
O
・
凄
・
0
9
Φ
嚇
》
ω
犀
。
詳
属
剛
ω
8
急
く
O
団

　
夢
Φ
切
二
謡
ω
7
芝
。
穐
開
ぎ
毅
Ω
鋤
ω
ω

　
旨
。
＜
Φ
旨
¢
葺
　
　
　
　
　
　
　
　
奨
恥
部
轍
一

第
五
醐
円
側
会
　
　
六
肩
二
十
八
凹
口
杁
熔
史
一
下
科
会
議
室

　
国
玉
叶
興
…
↓
犀
㊦
↓
ユ
ニ
ヨ
℃
7
0
h
＞
ヨ
①
ユ
8
昌

　
　
O
餌
實
㌶
蔚
葺

　
　
　
京
大
人
女
地
理
関
係

地
理
攣
磯
際
△
胃
を
次
の
如
く
關
…
催
Q

一
月
例
会
　
一
月
二
十
口
（
土
）

　
讃
擬
島
の
人
口
に
つ
い
て

三
据
弼
会
　
三
月
十
三
日
（
火
）

」
茨
木
慶
ミ

中
山
　
修
…
『

卒
業
生
岡
橋
飛
．
四
郎
・
松
韻
夜
央
（
選
科
）
荷
君

　
の
卒
業
譲
丈
発
衰

六
瀞
月
例
会
　
、
山
ハ
月
一
H
　
（
十
…
）
　
　
　
　
・

　
民
族
学
に
於
け
る
地
理
学
酌
方
法
　
贋
川
　
栄
霧

　
地
理
的
環
境
と
人
文
1
中
華
既
望
と
徳
島
県
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
那
波
　
熱
川

織
田
先
生
蹄
朝
歓
遡
談
器
会
六
月
二
十
三
臼
（
土
）

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
墓
園
賃
銀
制
度
一
そ
の
黛
済

　
塊
理
学
的
意
義
　
　
　
．
　
　
河
地
　
貫
一

　
ア
メ
リ
カ
観
叢
談
　
　
　
　
　
　

織
田
　
武
雄

　
な
・
お
繕
帖
田
武
雄
桝
教
捜
は
昭
利
二
⊥
丁
六
年
二
月
十
一

（M，1）



鑓
ア
メ
リ
カ
の
一
般
教
育
視
察
の
醤
的
を
以
っ
て
羽

扇
発
渡
栄
、
覧
月
二
十
九
藏
無
事
帰
朝
さ
れ
た
。

　
　
　
京
大
考
古
学
関
係

梅
原
教
授
四
國
・
酒
醤
方
面
調
査
族
行
　
梅
原
教
授

　
は
三
月
入
臼
よ
り
一
週
間
、
漸
、
古
学
教
盛
の
糀
山

　
氏
を
筒
製
し
て
徳
島
・
高
松
・
岡
山
の
各
方
面
に

　
薪
出
の
資
料
を
探
訪
さ
れ
た
。
調
薮
は
骨
貝
及
び

　
宵
山
関
採
の
薮
料
を
鳴
神
と
し
前
者
で
は
隣
波
・

　
讃
岐
・
縮
葡
の
者
地
か
ら
漸
た
に
拠
温
し
た
三
蝿

　
の
他
、
所
准
出
4
5
が
永
年
公
器
を
背
ん
じ
な
か
っ
た

　
附
波
山
肖
規
土
の
二
鐸
の
苗
齢
を
も
果
し
、
寅
墳

　
で
は
昨
秋
衝
枕
節
附
舗
竹
形
石
棺
三
箇
を
発
記
し

　
た
讃
岐
綾
激
郡
の
前
方
後
円
墳
快
天
山
が
特
に
注

　
意
を
ひ
い
た
の
で
、
繊
山
氏
は
現
地
に
繋
留
墳
丘

　
の
実
測
等
に
従
嬢
さ
れ
た
。

新
入
生
歓
浬
考
古
攣
談
話
会
　
五
月
二
十
三
肖
午
後

　
三
時
よ
b
、
於
学
内
花
谷
会
館
　
　
　
　
　
＼

　
薪
入
生
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
禽
」
蕉
一

研
究
発
衷

　
シ
リ
ア
の
ハ
マ
の
遺
鮫
発
掘
略
報
告
を
號
み
て
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
磁
奈
央

　
讃
岐
快
天
寅
古
墳
　
　
　
　
　
　
　
横
山
　
活
一

彙

報

　
　
　
東
方
学
会
京
都
支
部
関
係

講
演
ム
四
　
　
轟
ハ
㍑
月
ご
一
十
日
於
入
山
父
一
十
門
門
剛
研
究
一
曲
漉
堂

　
裏
方
医
薬
史
と
千
金
方
　
　
　
木
村
膿
一

調
繕
と
審
儀
　
　
　
　
　
那
波
利
虞

　
　
　
京
大
人
界
科
学
研
究
所
関
係

人
丈
科
学
更
期
講
座

　
八
努
　
目
イ
ギ
リ
ス
市
民
革
命
河
野
健
ニ

　
　
　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
田
独
立
革
命
　
樋
環
　
櫛
縄
二

　
八
月
二
円
　
ル
ソ
ー
の
革
命
思
想
　
杉
之
原
寿
」

　
　
　
　
　
　
フ
ラ
ン
ス
燕
単
ム
叩
の
僻
」
質

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
川
夷
二
郎

　
八
月
三
日
　
明
鴻
維
獅
…
の
思
掛
的
背
景

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
山
　
幸
彦

　
　
　
　
　
最
近
に
鉛
け
る
離
婚
の
一
般
的
傾
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
武
男

　
八
月
四
麟
　
申
事
近
代
患
想
と
進
化
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
川
秀
藁

　
　
　
　
　
親
子
闘
係
に
つ
い
て
　
清
水
　
盛
光

　
八
月
目
臼
　
社
会
観
壷
入
門
　
　
　
森
口
、
兼
二

　
　
　
　
　
漉
畿
麗
村
の
生
態
　
　
今
揖
　
錦
寄

　
　
　
京
大
麦
郵
学
会
関
係

森
一
御
大
ム
筑
　
　
山
脚
帥
月
一
一
ご
一
睡
n
於
家
山
八
丈
軸
摩
冊
鋤
嬢
白
革
教
塞

　
湖
代
の
蕉
卒
翼
卒
に
つ
い
て

　
草
蹴
野
鼠
の
罐
本

　
　
　
東
方
学
衛
協
会
関
係

夏
期
公
開
講
座
　
於
京
都
差
響
会
館

　
七
月
骨
入
落
大
学
と
詑
売

　
　
　
　
　
　
鴨
川
の
今
菅

　
七
論
壇
終
筆
近
江
と
韓

　
　
　
　
　
　
宇
治
断
碑
物
語

　
七
月
贈
縫
　
丹
後
漁
村
の
慣
行

　
　
　
　
　
　
爆
撃
文
化
の
麟
点
’

　
　
　
自
然
史
挙
界
関
係

第
四
十
回
例
会
　
七
月
七
目

　
対
馬
の
薮
褒

第
四
十
［
回
例
会
　
七
層
廿
ご
目

　
究
庸

　
新
潟
穴
陸
に
於
け
る
稲
作
の
泰
阜

中

田

次
郎

頓
村

：元

藤

前橋・篠蔚梅
田川1王1村営

sT三時　　忠
治雄統出火

井
上
吉
次
郎

於
人
丈
科
学
研
究
虜

　
　
　
中
尾
　
佐
助

　
　
於
人
文
科
学
研

輔
〇
九

浜
田
　
秀
男

（・S15）


